
 

 

                             

                             

         

      

計
画
で
は
、
現
在
の
敷
地
の
隣
接

地
に
、
病
棟
・
外
来
棟
・
付
属
棟
の

３
棟
が
建
設
さ
れ
る
予
定
で
す
。 

 

中
心
と
な
る
病
棟
は
２
２
０
床
・

４
階
建
て
で
、
地
震
の
揺
れ
を
吸
収

す
る
免
震
構
造
を
採
用
し
て
い
ま

す
。
新
た
に
設
置
さ
れ
る
外
来
棟
は

２
階
建
て
、
付
属
棟
は
平
屋
建
て
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

 

北
福
島
医
療
セ
ン
タ
ー
に
よ
る

と
、
建
設
時
期
や
そ
れ
ぞ
れ
建
物
の

詳
し
い
機
能
な
ど
の
詳
細
は
、
今

後
、
順
次
公
表
さ
れ
る
予
定
で
す
。 

 

 
 

地
震
と
コ
ロ
ナ
禍
を
超
え
て 

 
 

介
護
連
携
・
診
療
科
目
強
化 

   

北
福
島
医
療
セ
ン
タ
ー
は
、
東
日

本
大
震
災
以
来
三
度
の
地
震
と
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
経
験

し
、
災
害
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
業
務
継
続
計

画
）
を
見
直
す
な
ど
、
災
害
時
に
も

地
域
医
療
を
維
持
す
る
対
策
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。 

 

今
回
の
新
築
移
転
で
は
、
病
棟
に

免
震
構
造
を
導
入
す
る
な
ど
、
よ
り

災
害
に
強
い
、
安
心
・
安
全
な
病
院

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
高
齢

化
の
進
む
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ

て
、
介
護
と
の
連
携
、
診
療
科
目
の

拡
充
も
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

診
療
科
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
科

に
保
原
中
央
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
診
療
科

を
加
え
、
計

19

科
に
増
設
予
定
で

す
。 

 

詳
し
い
情
報
は
、
北
福
島
医
療
セ

ン
タ
ー
の
「
新
病
院
だ
よ
り
」
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。 

(

左
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス

で
き
ま
す
） 

  

主
な
ニ
ュ
ー
ス 

    

トピックス：北福島医療センター新築移転計画 

＜はこふし＞創刊 / 新役員あいさつ 

Q&A：伊達川東地区協議会って、なに？ 

古川の太陽光発電所計画について 

認定こども園の交通安全対策を協議／編集スタッフ募集！ 

夏 
２０２３ 

伊達東地区みんなのミニコミ紙 Vol .01 

は こ ふ し 

〈はこふし〉PR キャラ 
 愛称を募集中です！ 

新築される建物 

新・北福島医療センター完成予想図（北福島医療センター提供） 

 

北
福
島
医
療
セ
ン
タ
ー
の
新
築
移
転
計
画
が
こ
の

ほ
ど
公
表
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
の
隣
地
に
外
来
棟
と

入
院
棟
が
新
設
さ
れ
る
ほ
か
、
診
療
科
目
の
増
設
な

ど
機
能
の
強
化
も
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。 

ひがし 
TOPICS 
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伊
達
東
地
区
限
定
の
ミ
ニ
コ
ミ
紙

〈
は
こ
ふ
し
〉
の
創
刊
号
を
お
届
け

し
ま
す
。 

 

箱
崎
・
伏
黒
地
区
で
は
、
い
ま
、

開
発
や
医
療
施
設
建
設
な
ど
、
暮
ら

し
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
変
化
が
起

き
て
い
ま
す
が
、
マ
ス
コ
ミ
や
市
政

だ
よ
り
に
は
、
地
域
の
ロ
ー
カ
ル
な

情
報
は
ほ
と
ん
ど
載
り
ま
せ
ん
。 

 

〈
は
こ
ふ
し
〉
は
そ
の
ス
キ
マ
の 

情
報
を
伊
達
東
地
区
の
み
な
さ
ん
に 

提
供
し
、
共
有
す
る
た
め
に
生
ま
れ

ま
し
た
。 

 

伝
え
た
い
地
域
の
人
・
物
・
コ
ト

が
あ
っ
た
ら
、
ぜ
ひ
編
集
部
へ
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。 

    

〈
は
こ
ふ
し
〉
の
編
集
部
は
「
伊
達

川
東
地
区
協
議
会
」
で
す
。
（
以
下

「
川
東
協
議
会
」
と
略
） 

 

川
東
協
議
会
は
、
町
内
会
や
文

化
・
ス
ポ
ー
ツ
団
体
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
農

業
者
団
体
な
ど
、
箱
崎
・
伏
黒
地
区

の
団
体
で
構
成
す
る
住
民
の
自
治
組

織
で
す
。
（
次
ペ
ー
ジ
Ｑ
＆
Ａ
） 

 

川
東
協
議
会
は
、
伊
達
地
域
川
東

町
内
会
連
合
会
と
連
携
し
、
地
域
の

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
の
解
決
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。 

 

川
東
協
議
会
も
新
型
コ
ロ
ナ
対
策

の
た
め
、
２
年
間
事
業
を
縮
小
せ
ざ

る
を
え
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
年
度

は
地
域
の
活
性
化
を
め
ざ
し
、
下
記

の
よ
う
な
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

ぜ
ひ
み
な
さ
ん
も
、
興
味
の
あ
る

イ
ベ
ン
ト
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

 
 

令和 5 年度 新役員のごあいさつ 
 

● 伊達川東地区協議会 

 

会長 佐藤富雄 （新任） 

・平町内会代表 

・趣味：海釣りと EM による野菜栽培 

・各団体のみなさんと力を合わせて、

伊達東地区を盛り上げていきたいと

思います。 
 

副会長 三島弘司（再任）伊達体育協会代表 

副会長 早川金光（新任）中部町内会代表 

幹 事 鈴木保則（再任）伊達市商工会代表 

幹 事 佐藤敏意（新任）滝前町内会代表 

幹 事 冨田 光（新任）南東町内会代表 

監 事 吾妻キヨ（再任）伊達方部民生児童委員協議会推薦 

監 事 渡辺秀樹（新任）伊達方部民生児童委員協議会推薦 
 

● 伊達地域川東町内会連合会 
 

会長 佐藤敏意（再任） 

・滝前町内会長 

・趣味：ゴルフとサイクリング  

・町内会にとって厳しい環境ですが、

協力して住みよい伊達東地区を作り

ましょう。 
 

副会長 早川金光（再任）中部町内会長 

副会長 佐藤富雄（再任）平町内会長 

監 査 高橋典雄（再任）山岸町内会長 

監 査 齋藤栄慶（新任）伏沖町内会長 

＜はこふし＞ 2023 夏号 ｜ ２ 

伊
達
川
東
地
区
協
議
会

と
事
業
に
つ
い
て 

 

伊
達
川
東
地
区
協
議
会 

 

５
年
度
の
事
業
紹
介 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

・・・

 

伊
達
東
の
ミ
ニ
コ
ミ 

〈
は
こ
ふ
し
〉
創
刊 

桑折町のキッコーゲン醤油さんを
講師に、２６名が参加しました。 



 

 

                             

                             

                       

    
 

古
川
に
大
型
の
営
農
型 

 
 

太
陽
光
発
電
施
設
が
建
設 

  

滝
前
地
区
（
箱
崎
）
の
古
川
に
、

大
型
の
太
陽
光
発
電
施
設
の
建
設
計

画
が
公
表
さ
れ
、
５
月

19

日
、
川
東

町
内
会
連
合
会
に
対
し
て
計
画
の
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

事
業
を
実
施
す
る
会
社
に
よ
る
と

面
積
は
４
・
６

ha
（
東
グ
ラ
ウ
ン
ド

３
個
分
）
で
、
早
期
着
工
を
目
指
し

来
年
５
月
に
工
事
完
了
の
予
定
で
す
。

農
地
の
ま
ま
発
電
パ
ネ
ル
を
設
置
す

る
「
営
農
型
」
施
設
と
な
り
ま
す
。 

こ
れ
ま
で
の
経
過
と
営
農
型
発
電 

・
全
国
に
太
陽
光
発
電
を
展
開
す
る

ス
マ
ー
ト
ソ
ー
ラ
ー
㈱
（
本
社
・

千
葉
市
）
が
令
和
２
年
に
準
備
を

開
始
し
、
箱
崎
に
農
業
法
人
・
伊

達
ピ
ー
チ
フ
ァ
ー
ム
㈱
を
設
立 

・
令
和
３
年
に
同
社
が
農
営
を
始
め
、

４
年
に
か
け
農
地
所
有
者
へ
の
説

明
と
土
地
の
取
得
交
渉
を
開
始 

・
令
和
５
年
２
月
か
ら
、
近
隣
町
内

会
に
計
画
を
説
明 

 
「
営
農
型
」
は
、
農
水
省
が
耕
作

放
棄
地
対
策
と
し
て
認
め
た
発
電
形

態
で
す
。
こ
の
た
め
農
業
法
人
が
農

地
を
耕
作
し
、
そ
の
上
に
同
法
人
の

関
連
会
社
で
あ
る
発
電
会
社
が
パ
ネ

ル
を
設
置
す
る
計
画
で
す
。 

 

説
明
会
で
多
く
の
質
問 

 

５
月
の
説
明
会
で
の
主
な
質
疑
を

い
く
つ
か
ご
紹
介
し
ま
す
。 

・
盛
り
土
は
す
る
の
か
？ 

 

▽
外
か
ら
土
砂
は
搬
入
し
な
い
。 

・
適
正
な
耕
作
が
さ
れ
る
の
か
？ 

 

▽
牧
草
を
作
付
け
予
定
。 

・
防
災
対
策
は
考
え
て
い
る
の
か 

 

▽
漏
電
や
火
災
の
危
険
性
は
な
い
。 

・
撤
退
す
る
可
能
性
は
な
い
の
か
？ 

 

▽
長
期
間
継
続
す
る
計
画
で
あ
る
。 

 

町
内
会
連
合
会
は
、
会
社
側
に
対

し
て
、
住
民
へ
今
後
も
丁
寧
な
情
報

提
供
を
す
る
よ
う
に
求
め
ま
し
た
。 

 
 

 

Q 地区協議会って何ですか？ 

 

A 町内会や地域の団体と住民

のみなさんで構成される自治組

織です。おおむね小学校の学区

に１つ結成されています。 

 地域のことを話し合い、個別

の団体ではできない地域づくり

事業を行っています。 

 伊達市では2015年から旧

伊達町を含む各地域で28組織

が活動しています。 

 

Q 川東協議会の特徴は？ 

 

A 伊達川東地区協議会は、箱

崎・伏黒地区の団体で作られて

います。（右図） 

 ４つの分科会に分かれて、企

画を立て、さまざまな事業を行

っています。 

 また、伊達市から伊達東地区 

交流館の管理運営を任され、交

流館に事務局を置いています。 

 

Q どんなことをしているの？ 

 

A 令和3年度から、養豚場から

の悪臭対策に取り組み、市、事

業者と協力して、匂いの軽減対

策を続けています。 

 また、健康づくりや味噌つく

り教室のほか、見守り隊の支援

など、地域の安全・安心の向上

にも取り組んでいます。 

Q 活動に参加するには？ 

 

A まず、催し物に参加してみま

せんか。家庭へのチラシや交流

館で参加者を募っています。 

 また、有志でこんなイベント

をやってみたい、という提案も

大歓迎です。 

 お気軽に、交流館の事務局ま

でご相談ください。 

営農型太陽光発電（農水省 HP より） 

地
域
の
動
き 
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「
認
定
こ
ど
も
園
」
周
辺
の 

 
 

安
全
対
策
を
協
議 

 
  

 

東
グ
ラ
ウ
ン
ド
東
側
に
来
年
４
月

に
開
園
す
る
「
伊
達
・
ひ
か
り
認
定

こ
ど
も
園
」
の
建
設
が
急
ピ
ッ
チ
で

進
ん
で
い
ま
す
。 

 

認
定
こ
ど
も
園
は
、
民
間
の
学
校

法
人
が
、
市
の
補
助
を
受
け
、
伊
達

市
の
計
画
に
基
づ
い
て
建
設
し
運
営

し
ま
す
。 

 

定
員
１
２
６
名
（
３
歳
未
満
３
６

名
・
３
歳
以
上
９
０
名
）
を
保
育
す

る
施
設
で
、
保
護
者
の
み
な
さ
ん
の

期
待
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。 

 

通
行
ル
ー
ル
で
安
全
確
保 

 

し
か
し
、
送
迎
車
両
の
増
加
で
、

周
辺
交
通
の
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。 

 
そ
こ
で
、
川
東
協
議
会
で
は
、
市

や
学
校
法
人
な
ど
と
周
辺
交
通
の
安

全
対
策
に
つ
い
て
協
議
を
行
っ
て
い

ま
す
。 

 

伊
達
西
の
こ
ど
も
園
で
は
、
自
主

的
な
通
行
ル
ー
ル
を
定
め
て
成
功
し

て
い
る
よ
う
で
す
。
伊
達
東
地
区
で

も
地
域
で
協
力
し
、
子
ど
も
た
ち
の

安
全
を
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

                  

                  

                           

募 集  はこふし編集スタッフ 
 

＜はこふし＞をいっしょに作ってくれる 

「編集ボランティア」を募集しています。 

 ☞ 未経験者でも大丈夫。大歓迎です！  

 ☞ 楽しく編集・カメラが学べます！ 

 

      ・伊達総合支所 ☎ 024-583-2111(冨田) 問合せ 

 募集 

＜はこふし＞2023 年 夏号 

伊達東地区ミニコミ紙 Vol.1 
 

▷ 編集発行：伊達川東地区協議会 

▷ 協賛：伊達地域川東町内会連合会 

▷ 事務局： 伊達東地区交流館 

 〒960-0501 伊達市伏黒字字一本石 41-2 

 ☎ 024-583-4646 / FAX: 024-583-4646 

〈はこふし〉 創刊にあたって 

 伊達川東地区協議会会長   

 佐藤富雄  
 

 本紙＜はこふし＞は 

箱崎・伏黒地区全体の 

ミニコミ紙です。 

 伊達東地区は少子高齢化の一方、ミニ

開発や建設工事も続き、大きな変化が起

きています。しかし、一般のメディアで

はローカルな情報は流れません。 

 ＜はこふし＞はそのスキマを埋め、伊

達東の今と、活躍する住民のみなさんの

情報お届けしたいと思います。 

 本紙が、みなさんが伊達東地区の未来

を考える一助となれば幸いです。 

 

編集者からのお願い 
 

 伊達市伊達総合支所 

 集落支援員 冨田 光 
 

 伊達市の集落支援員は、 

今年度から各支所に一人 

ずつ配置され、地域の団体の活動を支援

するのが任務です。その一環として、こ

のほど＜はこふし＞の取材から編集まで

をお手伝いすることになりました。 

 みんなに知らせたい人、物、コトがあ

れば、お気軽にご連絡ください。 

 ☎ 024-583-2111（伊達総合支所） 

ひかり認定こども園は、学校法人神愛学園

が建設・運営します 

 伏黒水雲神社・例大祭 

 １１月３日(金)・４日(土) 
 

 

 

 

 

 

 
 

今年の水雲神社例大祭は、５年ぶり

に山車巡幸が行われる予定です。 

みなさんもひさしぶりに、地域の太

鼓や笛の練習に、参加してみてはい

かがでしょうか。 

 9月～11月 

おたのしみ
ナビ

伊 達 東 

 

 

 

 

         事務局：伊達東地区交流館 ☎ 583-4646 

店舗・会社の広告を〈はこふし〉に載せてみませんか？ 

〈はこふし〉は、3 ヶ月ごとに配布・回覧され、旧伊達町 

地区の全世帯に届きます。 

 広告サイズ、料金等、詳しくはお問合せください。 

問合せ 

古着・小型家電の無料回収 

９月２日(土)  9:00～11:00 
 
伊達市役所前で古着とパソコンな

どの家庭用小型家電を回収します。

回収できないものもあるので、詳し

くは８月号市政だより 12 ページ

でご確認ください。 

  市・生活環境課 

☎ ５７５－１２２８ 
 

いきいきウォーキング・伊達 

１０月１９日(木) 昼の部/夜の部 
 
申込不要、無料、初心者でも参加で

き、楽しく 2～3km を歩きます。 

健幸ポイントも付きます。 

・集合：伊達中央交流館 

・昼の部：9:30～10:30 / 夜の部：

18:00～19:00（１０分前に集合） 

  市・健幸都市づくり課 

☎ ５７５－１１４８ 
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問 

問 


